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１． はじめに  

近年、タッチパネルの普及によって家電製

品の多機能化で便利になる反面、問題視され

てきているのが操作性である。従来のように

複数のリモコン操作を扱う場合、リモコンの

視認性が悪化し、ユーザー全てに使いやすい

とは言いにくい現状である。 

そこで本研究では、プッシュボタンの代わり

に、タッチパネルリモコン方式を提案する。

タッチパネルを用いることによって複数のリ

モコンを一つにまとめ、操作性の向上を目指

す。 

そして今回、数多くある家電の中でエアコン

とTVのリモコンを対象とした実験を行い、タ

ッチパネルとプッシュボタンではどちらの方

が操作性と向上できるかを検討する。[3] 

 

 

2． 既存のタッチパネル搭載製品 

 

ここ数年、タッチパネルを用いた家電製品が

数多く市場に出ている。その中での代表例を

いくつか挙げる。 

 

 
図1.iphone/ipad 

 

 

   

1. iPhone 

iPhoneは、アップル社製のスマートフォンであ

る。従来までのプッシュボタン方式をやめて、

タッチパネル方式を取り入れ、電話、メール、

写真撮影などなど、ほかの携帯電話と同じこと

が、iPhoneでもできます。そして、はじめから

それぞれの機能が統合されるように、使いやす

く設計されている。[1] 

 

2. iPad 

iPadは、アップルによって開発及び販売され 

ているタブレット型コンピューターである。 

製品としては同社が発売するポータブルメデ 

ィアプレーヤーであるiPod touchや携帯電話 

であるiPhoneを踏襲しており、マルチタッチに 

よる操作方法やユーザーインターフェースの 

デザインなど多くの機能が共通化されている。 

[1] 

 

その他にもデジタルカメラ、カラオケのリモ

コン、駅の券売機など様々な例が挙げられる。 

 

 

3．提案するリモコンの方式 

今回はエアコンとTVのリモコンの使いやすさ

と管理しやすさにフォーカスを絞り、検討を行

う。 

作成する際に以下の3つのパターンを用いて検

討を行う。 

 

・従来の配置を用いたマルチリモコン 

 

・タッチパネル方式①のマルチリモコン 

 

・タッチパネル方式②のマルチリモコン 
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1. 従来の配置を用いたマルチリモコン 

 従来型のプッシュボタンリモコンの配置を

用いた例である。 

  
図2．従来の配置を用いたマルチリモコン 

 

2. タッチパネル方式①のマルチリモコン 

 タッチパネル方式の中でも遷移があり、リ

モコンの横にモニタを表示できるパターンを

用いた例である。 

 
エアコンモードの場合 

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―  

 
TVモードの場合 

図3．タッチパネル方式①のマルチリモコン 

3. タッチパネル方式②のマルチリモコン 

 タッチパネル方式の中でも遷移がなく、リ

モコンの横にモニタを表示できるパターンを

用いた例である。 

 
エアコンモードの場合 

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

    

 
TVモードの場合 

 

図3．タッチパネル方式②のマルチリモコン 

 

4．従来方式との比較実験 

 従来の配置を用いたプッシュリモコン方式

と遷移を持つタッチパネル方式と遷移を持た

ないタッチパネル方式の3種類で被験者実験

を通して比較し、どの方式が管理しやすく使

いやすいかを検討する。 

 被験者にはTVリモコンでは指定の選局、音

量調節、入力切替えなどの操作し、エアコン

では指定の温度、風量、タイマー、運転モー

ドの操作を行ってもらう。実験終了までの時

間を比較検討する。 

また、実験終了後に被験者には、実験中のど

の操作や場面で戸惑ったか、3種類でどの方式 

が使いやすく管理しやすいかを問うアンケー

トを行い、結果を比較検討する。 

なお、実験には3種類のリモコン方式HTML

形式でタッチパネルディスプレイ画面上に作

成した、仮想リモコンを使用する。 

 

5．まとめ 

 本稿では、タッチパネル搭載製品を例に挙

げ、3種類のマルチリモコンの方式について提

案し、仕様を示した。 

今後は、実際に被験者に実験を行ってもら

い、どの方式にどんな優位性や改善点がある

かを評価する。 

そして、その中で最もユーザーに使いやす

いパターンを選ぶ。さらにそのパターンのデ

ザインの改善や考察、検討していく予定であ

る。 
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